
「
閔
妃
」
試
論

図
像
を

め
ぐ
る

一
考
察

三

谷

憲

正

「閔妃」試論

一

は
じ
め
に

ミ
ン
ビ

ミ
ヨ
ン
ソ
ン
プ
ア
ン
フ

朝
鮮
王
朝
末
期

の

「
閔
妃
」

(現
在
は
明
成

皇
后
と
呼
ぶ
)
は
、

一
八
六
六
年

に
第
二
十
六
代
高
宗

の
妃
と
な
る
が
、
そ
の
後
舅
で
あ
る
大
院
君
と
熾
烈
な
権

力
闘
争
を
展
開
し
、
や
が

て

一
八
九
五
年

(明
治
二
八
)、
親
露
西
亜
に
傾
斜

し
て
い
く
の
を
警
戒
し
た
駐
韓
公
使
三
浦
梧

郎
を
中
心
と
し
た
日
本
軍
人
や
官

憲
、
お
よ
び
民
間
人
た
ち
に
よ

っ
て
暗
殺
さ
れ
る
…
…
。
王
妃
は
韓
国
お
よ
び

日
本
を
通
じ
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
資
料
と
作
品
の
中
で
語
ら
れ
て
来
た
。
が
、

現
在

一
般
的
に
流
布
し
て
い
る

「閔
妃
」

の
写
真
か
ら
喚
起
さ
れ
る

〈
像
〉
を

も

っ
て
し
て
、
そ
れ
ら

の
資
料
と
作
品
を
読

ん
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
と

い
う

疑
問
が

つ
き
ま
と
う
。
な
ぜ
な
ら
、
従
来

「閔
妃
」

の
写
真
、
と
言
わ
れ
て
来

た
も
の
は
、
実

は
別
人

の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、

一
九
四
五
年
以
前

に
は

「閔
妃
」
と
言

わ
れ
る
写
真
は

〈
な
か
っ
た
〉

の

で

は

な

い

か
、

と

い

う

論

証

を

通

し

て
、

か

つ
て

の
文

献

に
登

場

し

て

く

る

「
閔

妃

」

に
関

し

て

は

、

現

在

理

解

さ

れ

て

い

る
写

真

を

基

に

そ

の

イ

メ

ー

ジ

を

作

る

こ

と

は

で
き

な

い
、

と

い
う

こ
と

を

述

べ

て

み

た

い
。

(本
稿

で
は
歴
史

的

な
事
象

に
鑑

み
、

「
閔

妃
」

と

い
う
呼
称

を

用

い
た

い
。

ま

た

ハ
ソ
グ

ル
、
朝

鮮
語

、

韓

国
語

、
等

い
く

つ
か

の
名

称
が

あ

る
が
、

こ
こ

で
は

「韓

国

語
」

を

使
用

す

る
。

な

お
、

日
本
語

・
韓

国

語
文

献

双
方

に
西
暦

と
と

も

に
日
本

の
元

号
も

略

記
す

る
こ

と

に
し
た

い
。
)

二

従
来

の

「閔
妃
」
像

(
1
)

1
文
学
的
言
説

の
中
で

新
聞
、
雑
誌

の
み
な
ら
ず
、
他
の
資
料

に
お

い
て
、

こ
れ
ま
で
も
数
多
く
閔

妃
は
登
場
し
て
い
た
。
が
、
特
に
文
学
的
な
領
域

で
は
、
ど

の
よ
う
に
表
象
さ

れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

漱
石
は
若
か
り
し
頃
、
正
岡
子
規
宛
書
簡

(明
治
二
八

・
一
一
・
=
二
〔水
〕)
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で

「仰
せ
の
如
く
鉄
管
事
件
は
大

い
に
愉
快

に
御
座
候
小
生
近
頃
の
出
来
事

の

内
尤
も
あ
り
が

た
き
は
王
妃

の
殺
害
と
浜
茂

の
拘
引

に
御
座
候
」
(傍
線
引
用

者
、
以
下
同
じ
)
と
述
べ
る
が
、
後
年

「満
韓

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
」

の
旅

で
、
「閔

妃
墓

(…
)
道
路
坦
、
稲
田
み
の
る
。
楊
柳

村
、
村

の
松
、
道
白
し
。
忽
ち
ポ

プ
ラ
ー
白
壁
。
横
を
廻
る
と

一
面

の
芝
原
。
中
に
二
の
堂
。
み
す
。
後
の
陵
土

饅
頭

の
二
重
。
御
影
の
玉
垣
。
左
右
と
後
ろ

の
松
山
。
」
「陶
山
さ
ん
が
大
院
君

の
別
荘

と

〔
の
〕
石
坡
亭

へ
つ
れ

て
行
く
と

い
ふ
。」

(明
治
四
二

二

〇

・
五

〔火
〕
関
帝
廟
)
と
日
記
に
記
し
て
い
る
。

ま
た
閔
妃
殺
害

へ
の
関
与
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
与
謝
野
鉄
幹
は
、
歌
集

『東
西
南
北
』
(明
治
二
九

・
七
、
明
治
書
院
)
で

「韓
廷

に
、
十
月

八
日

の
変

あ
り
て
、
未
だ
二
旬
な
ら
ざ
る
に
、
諸
友
多

く
、
官
に
あ
る
者

ハ
、
帰
朝
を
命

ぜ
ら
れ
、
民
間
に
あ
る
者

ハ
、
退
韓
を
命
ぜ

ら
る
。」
と
し
、
「
京
城
に
秋
立

つ

日
、
槐
園
と
共
に
賦
す
。
時

に
、
王
妃
閔
氏

の
専
横
、
日
に
加
は
り
、
日
本
党

の
勢
力
、
頓

に
地

に
墜

っ
。」
と
朝
鮮

に
お
け
る
日
本

の
勢
力

の
衰
退
を
嘆

い

て
い
る
。

こ
れ
は
翌
年
刊
行

の

『天
地
玄
黄
』
(明
治
三
〇

・
一
、
明
治
書
院
)

で
も
同
様

で
あ
り
、
「
明
治
廿
九
年
十
月
八
日
、
諸
友
と
飲
む
。
諸
友
み
な
、

前
年

の
十
月
に
於

て
、
朝
鮮
景
福
宮

の
変

に
遭
逢
せ
る
も
の
。
談
、
半
島
の
近

あ
ん
ぜ
ん

な
み
だ

事

に
及
ぶ
や
、
黯
然
と
し
泣
下
ら
ざ
る
な
し
。
こ
の
夜
、
天
陰

る
。」
と
、
朝

鮮
半
島

の
現
実
に
悲
憤
を
も
ら
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中

で
、
閔
妃

の
形
象
を
造
型

し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
事
件
か

み

せ
い

ら
十
年
後

に
刊
行
さ
れ
た
小
杉
未
醒

(放
庵
)
の

『陣
中
詩
篇
』
(明
治
三
八
・

す
う
ざ
ん

一
一
、
嵩
山
房
)
に
次

の
よ
う
な

一
節
が
あ
る
。

春
風
三
月
城
の
東

閔
妃

の
陵
に
柳
ぞ
青
き

人
無
き
昼
を
烏
鳴
き
過
ぎ

て

も
の
云
は
ぬ
石
寂
か
な
る
か
な

あ

だ

妖
艶

の
眼

の

一
た
び
笑
め
ば

八
道
の
民
悉
く
哭
き

細
き
や
は
手

の

一
た
び
指
せ
ぼ

お

と

ゴ

か
う
べ

大
臣
の
首
自
ら
落

つ

色
魔

の
骨
よ
今

い
か
に
そ
や

た
ま

い

つ

こ

美
人
の
魄
よ
何
処

に
去
り
し

五
更

の
嵐
梢
に
騒
ぎ

て

玉
壷
楼
下
に
注
ぎ
し
血
汐

の

恨
み
の
色

の
化
す
か
と
ば
か
り

濃
き
紫

の
名
も
知
ら
ぬ
花

ま
じ

塚
の
ほ
と
り
の
草
に
交
る
を

摘
ま
ん
と
す
れ
ば
黒
き
小
蛇
そ

そ
も
そ
も
墓

に
穴
や
通

へ
る

出
つ
る
と
見
え
て
入
る
と
覚
え
ぬ
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「閔妃」試論

二
行
目
の

「閔
妃

の
陵
」
と
は
先
に
触
れ
た
漱
石

の
日
記

に
も
出
て
き
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
十
二
行
目

「
玉
壷
楼
」
と
は
景
福
宮

の
最
北
、
閔
妃

の
寝
室

の
あ

っ
た
建
物

の
こ
と
で
あ
り
、
日
本
の
官

民
に
襲
わ
れ
殺
害
さ
れ
た
と
い
う

現
場

で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
も
、
し

か
し
、
「妖
艶

の
眼
」
や

「細
き

や
は
手
」
、
あ
る
い
は

「美
人
」
な
ど
と

い
う
形
容

は

一
体
ど
こ
か
ら
出

て
き

た
も

の
な
の
か
、
と
考
え
る
よ
り
は
む
し
ろ
、
十
六
行
目
の

「黒
き
小
蛇
」
が

メ
タ
フ
ア

閔
妃

の
暗
喩
と
…機
能
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
流
通
し
て
い
た
噂
か
ら
発
し
た

　
　

　

類
型
的
な
表
象
と
捉
え
て
お
け
ば

い
い
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

実
際
に
暗
殺

に
加
わ

っ
た
民
間
人

の
一
人
、
小
早
川
秀
雄
の

「閔
后
暗
殺
」

　
　

　

(原
題
は

「閔
后
廻
落
事
件
」)
は
、
閔
妃

の
形

姿

に
関
し
て
次

の
よ
う

に
叙
述

し
て
い
る
。

こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
室
内
に
倒
れ

て
い
る
婦
人
が
、
閔
王
妃
だ
と
い

う
こ
と
が
、
誰
れ
言
う
と
な
く
伝
わ

っ
た
。
予
は
室
内
に
は
い
っ
て
、
そ

の
倒
れ
た
婦
人
を
見
た
が
、
こ
の
婦
人

は
ま
だ
寝
床
か
ら
出
た
ば
か
り
の

と
こ
ろ
で
あ

っ
た
と
見
え
て
、
上
体
に
は
短

い
白
の
肌
衣
を
着
た
ば
か
り
、

腰
か
ら
下
は
白

の
ズ
ボ
ン
を
は
き
こ
ん
で
い
る
が
、
膝
か
ら
下
は
露
わ
で

あ
る
。
そ
し
て
胸

の
あ
た
り
か
ら
両
手

の
半
分
を
露
出
し
て
、
仰
向
き
の

ま
ま
は
や
息
切
れ
て
倒
れ
、
血
潮
が
あ

た
り
に
流
れ
て
い
る
。
よ
く
見
る

と
小
柄
な
、
や
さ
が

た
な
、
色

の
白
い
、
ど
う
見
て
も
二
十
五
、
六
歳
と

し
か
見
え
な

い
女

の
、
死
ん
だ
と
い
う

よ
り
は
、
人
形
を
倒
し
た
と
い
う

か

っ
こ
う
で
、
美
し
く
永
久

の
眠
り
に
は
い
っ
て
い
る
。
か
弱

い
手
で
八

道
を
動
か
し
、
群
豪
を
あ
や
つ
っ
た
閔
后
そ
の
人

の
遺
骸
だ
と
は
思
わ
れ

な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
雄
魂
逝

っ
て
帰
ら
ず
、
室
中

一
人
の
遺
骸
を
守

る
者

も
な
く
、
ま
こ
と
に
凄
惨
き
わ
ま
る
光
景

で
あ

っ
た
。

こ
の
時
、
王
妃
は
四
十
代
で
あ

る
は
ず
だ
が
、
小
早
川
は

「
二
十
五
、
六
歳

と
し
か
見
え
な
い
」
女
性

の
印
象
を
描

い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
点

に
関
し
て
は
、
三
好
徹

の

「閔
妃
殺
害
」
(
一
九
七
〇

〔昭
和

　
ヨ

　

45
〕)
・
=

、
『虚
傑
伝
』
所
収
、
中
央
公
論
社
)
が
、
暗
示
に
富

ん
だ
指
摘

を

し

て

い

る
。

閔
王
妃
は
こ
の
と
き
四
十
三
歳
、
岡
本
と
同
年

で
あ

っ
た
。
十
六
の
と
き

に
選
ぼ
れ
て
、
入
内
し
た
。
国
王
よ
り
も
二
歳
年
長
で
あ

っ
た
が
、
彼
女

を
も

っ
と
も
強

く
推

し
た
の
は
、
王
太
妃

つ
ま
り
国
王

の
生
母

だ

っ

た
。/
岡
本

は
身
分
が
ら
会
う
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
美
人
で
あ
る
こ
と

が
ひ
ろ
く
伝
わ

っ
て
い
た
。
非
常

に
頭

の
よ
い
女
性
で
、
国
王
は
ほ
と
ん

ど
彼
女

の
い
う
な
り
に
な

っ
て
い
る
。
は
じ
め
は
親
日
で
あ

っ
た
が
、
日

本

の
勢
力
を
バ

ッ
ク
に
し
た
独
立
党
が
政
権
を
に
ぎ
る
と
、
こ
れ
を
憎
む

よ
う
に
な

っ
た
。
と
い
う
の
は
、
独
立
党

の
朴
泳
孝
が
廃
后
を
企
て
た
か

ら
で
あ
る
。
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「岡
本
」
と
は
、
実
行
犯
の

一
人
、
岡
本
柳

之
助
の
こ
と
で
あ
る
。
和
歌
山
藩

出
身

の
彼

は
時

の
外
務
大
臣
陸
奥
宗
光
に
近

く
、
陸
軍
を
退
い
た
の
ち
も
朝
鮮

問
題
に
深
く
関
与
し
て
い
た
、

い
わ
ゆ
る
大
陸
浪
人
の

一
人
で
あ
る
。
問
題
は

次
の

一
節

で
あ
る
。

ち
よ
う
そ
メつ

岡
本
が
く
れ
た

「朝
妝
」
は
日
本
に
持

ち
帰

っ
て
い
た
。
/
あ

る
日
、
源

次

の
割
腹
死
体
が
発
見
さ
れ
た
が
、
そ

の
横

に
は

「朝
妝
」
が
あ

っ
た
。

源
次

は
、
そ
の
絵
に
対
し
て
伏
し
た
か

っ
こ
う
で
絶
命
し

て
い
た
。/
事

件
を
扱

っ
た
警
察
は
、
絵
が
黒
田
清
輝

の
筆

に
な
る
も

の
で
あ
る
と
知
る

と
、
こ
の
絵
を
黒
田
に
み
せ
た
。/
黒

田
は
首
を
か
し
げ
、
こ
の
絵

は
自

分

の
も

の
で
は
な
い
、
と

い
っ
た
。
/
黒

田
の
い
う
に
は
、
た
し
か
に
こ

れ
は
博
覧
会

で
問
題

に
な

っ
た
絵
と
同
図
で
あ
る
が
、
あ

の
絵

は
モ
デ

ル

に
な

っ
た
女
性
に
依
頼
さ
れ
て
制
作
し

た
も

の
で
あ
り
、
当
局
の
手
に
あ

る
は
ず
だ
と
い
う

の
で
あ

る
。/
警
察
が

人
を
送

っ
て
調
べ
る
と
、
果
た

し
て
そ
の
言
葉
の
と
お
り
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
岡
本
が
源
次

に
あ
た
え

た
絵
は
、
偽
画
だ

っ
た
わ
け
で
あ
る
が

、
当

の
源
次

は
、
最
後
ま
で
そ
れ

を
本
物
と
信
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。
/

つ
い
で
に
い
え
ば
、
閔
妃

の
い
ま

に
残
る
写
真
と

「朝
妝
」

の
絵
の
モ
デ

ル
は
、
さ
ほ
ど
似
て
い
な
い
。

閔
妃
を
描

い
た
と
思
わ
れ
る

「朝
妝
」
に

つ
い
て
、
こ
こ
で
語
り
手
は

「閔

妃

の
い
ま

に
残
る
写
真

と

『朝
妝
』

の
絵

の

モ
デ

ル
は
、
さ
ほ
ど
似

て
い
な

い
」
と
気

に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る

「
い
ま
に

残
る
写
真
」
と
は
現
在
流
布
し
て
い
る
も

の
、
【図
1
】
で
あ
る
は
ず
だ
。

閣 妃 箋895年撮景彡

図1

 

ま

た
、

角

田

房

子

氏

は

、

『閔

妃

暗

殺

』

(
一
九

八

八

〔昭

和

63
〕
・

一
、
新

潮

社

)

の
中

で
、

王
妃

と

な

る

日

の
閔

妃

を

次

の
よ

う

に
叙

述

し

て

い

る
。

王
妃
冊
封

の
日
の
閔
妃
は
、
こ
の
国
の
女
性

の
中

で
も
た
だ

一
人
使
用
を

オ
ク
ワ
リ

ヨ
ン
ポ

許
さ
れ
る
金
糸
縫
い
と
り
の
丸
い

"
五
爪
竜
補
"
を
、
胸
、
両
肩
、
背

の

四
ヶ
所
に
つ
け
た
き
ら
び
や
か
な
大
礼
服
姿
で
あ

っ
た
ろ
う
。
瑞
鳥
と
し

て
王
妃

の
服
装
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
雉

の
模
様
も
、
そ
の
布
地
に
織

り
こ
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
/
頭

に
は
、
左
右
に
お
お
き
く
張
り

出
し
た

ハ
ー
ト
形
の
ク
ン
モ
リ
と
呼
ば
れ
る
か
つ
ら
を
高
々
と
の
せ
、
さ

ら
に
王
妃
の
権
威
を
誇
示
す

る
数
々
の
飾
り
が
用

い
ら
れ
る
。
"
ク
ソ
モ

リ
"
は
昔
は
人
間
の
毛
髪
を
香
油
で
固
め
て
作
ら
れ
た
が
、
高
宗

の
時
代
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に
は
木
製
で
あ

っ
た
と
い
う
。

三

従
来

の

「
閔
妃
」
像

(2
)

ー
図
像
資
料

の
中

で

こ
れ
ま
で
、
多
く

の
資
料
に
閔
妃

の
像
と

し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
角

田
氏
が
描
写
し
て
い
る
よ
う
に
、
「左
右

に
お
お
き
く
張
り
出

し
た

ハ
ー
ト
形

の
ク
ン
モ
リ
と
呼
ぼ
れ
る
か
つ
ら
」
姿
の
写
真

で
あ
る
。

『日
本
大
百
科
全
書
』
19

(
一
九
八
八

〔昭
和
63
〕
・
一
、
小
学
館
)
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
写
真
を
例

に
と
る
と
次

の
よ
う
に
な
る

【図
1
】。

様
々
な
文
献
に
登
場
す
る
こ
の
写
真

は
、

い
く
ら
か
の
濃
淡
や
拡
大
縮
小
は

別
と
し
て
も
、
基
本
的

に
は
同

一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
写
真
を
使

っ

た
文
献
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
先

の

『日
本
大
百
科
全
書
』
を
含
め
、

日
本
語
文
献
と
し
て
の
例
を
挙
げ
れ
ば
次

の
よ
う
に
な
る
。

○
日
本
近
代
史
研
究
会

『写
真

・
図
説

総

合
日
本
史
』
第

11
巻
-
近
代
H

(
一
九
五
五

〔昭
和
30
〕
・
=

、
国
文
社
)

ビ
ン
キ

「
閔

妃

」

○

日

本

近

代

史

研

究

会

『
画

報

日

本

近

代

の

歴

史

-

二

〇

世

紀

の
開

幕

』

(
一
九
七

九

〔
昭
和

54
〕
・

一
一
、

三
省
堂

)

「
閔

妃

(
一G。
竃
～

㊤
㎝
)
」

○
市
川
正
明
編

『日
韓
外
交
史
料

(5
)
1
王
妃
殺
害
事
件
』

(
一
九
八

一

〔昭
和
56
〕
・
六
、
原
書
房
、
明
治
百
年
史
叢
書

恥
5
)

「李
王
朝
第
26
代
高
宗
王
妃
明
成
皇
后
閔
氏

(一〇Qα
一1
一〇〇Φα
)」

〔韓
国
王
妃
殺
害

事
件
解
説

の
扉
〕

○
辛
基
秀
編

『映
像
が
語

る

「
日
韓
併
合
」
史
』

(
一
九
八
七

〔昭
和
62
〕
・
八
、
労
働
経
済
社
)

「閔
妃

(H。。包
-
一。。霧
年
)
国
王
高
宗

の
皇
后
」
〔P
13
〕

○

『日
本
大
百
科
全
書
』

19

(
一
九
八
八

〔昭
和
63
〕
・
一
、
小
学
館
)

「閔
妃

一
八
九
五
年
撮
影
」

〔P
躡
〕

○
角
田
房
子

『閔
妃
暗
殺
ー
朝
鮮
王
朝
末
期

の
国
母
』

(
一
九
八
八

〔昭
和
63
〕
・
一

新
潮
社
)

「
日
本
人
写
真
師

・
村
上
天
真
撮
影
の
閔
妃
と
言
わ
れ
る
写
真
」
〔
ロ
絵
〕

○

『目
で
み
る
5
0
0
0
年

韓
国
の
歴
史
』

(
一
九
八
八

〔昭
和
63
〕
・
八
、
翰
林
出
版
社
)

「閔
妃

"
廟
号
は
明
成
皇
后
」

○
金
両
基
監
修

『図
説

日
韓

の
歴
史
』
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(
一
九

八
八

〔
昭
和

63
〕
・
九
、

河
出

圭
旦
居
新
社

)

ミ
ヨ
ン
ソ
ン

ミ
ン
ビ

「明
成
皇
后

(閔
妃
)」
〔
P
鵬
〕

○

海

野
福

寿

『
日

清

・
日

露

戦

争

』

(
一
九
九

二

〔
平
成

4
〕
・

一
一
、
集

英
社

)

「
閔

妃

国

王
高

宗

の
妃

」

〔
P

89

〕

　

○

『
86
～

99

週

刊

日

録

20
世

紀

ー

明

治

と

い
う

時

代

』

1

(
一
九
九

九

〔平

成

11
〕
・
三
、

講
談

社
)

「
閔

妃

殺

害

事

件

起

こ

る

(明
治

28
年

10
月

8

日
)
」

〔
P

38

〕

こ
の
中

で
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
、
資
料
的

な
価
値
を
有
す
る
説
明
と
し
て
は
、

昭
和
三
〇
年
刊
行

の

『写
真

・
図
説

総
合
日
本
史
』
で
あ
ろ
う
。

眠
好

朝
鮮
李
太
王
の
妃
。
女
な
が
ら
も
政
治

に
病
箏
し
事
大
党
を
ひ
き

い
て
大
院
君

一
派
を
し
り
ぞ
け
、
諸
閔
派

一
族

の
政
権
を
確
立
し
た
が
、

の
ち

一
八
九
五
年
十
月
八
日
、
景
福
宮

で
、
大
院
君
を
擁
立
す
る
日
本
党

に
よ
り
殺
害
さ
れ
た
。

ビ

ン
キ

「閔
妃
」
と
い
う
か
つ
て
の
読
み
方
や
、
ま

た
高
宗
を

「朝
鮮
李
太
王
」
と
い

う
旧
植
民
地
時
代

の
呼
称
を
そ
の
ま
ま
使

っ
て
い
る
点
、
あ
る
い
は

「女
な
が

ら
も
政
治

に
干
与
し
」
と
い
う
所
な
ど
、
む
し
ろ

一
時
代

の
資
料
と
し
て
か
え

っ
て
価
値
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
写
真

の
説
明

(キ
ャ
プ
シ
・
ン
)
で
あ
る
。

ま
た
、
写
真
そ
の
も
の
に
関
し
て
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
辛
基
秀
氏

の

『映

像
が
語
る

「日
韓
併
合
」
史
』
で
の

一
節
で
あ
る
。
氏
は
次

の
よ
う
に
述

べ
て

い
る
。
「
ソ
ウ

ル
の
日
本
軍
守
備
隊
や
公
使
館
員
ら
は
、
1
8
9
5
年
10
月

7

　
マ
マ
　

日
の
夜
、
王
宮
に
侵
入
、
婦
人
三
名
を
殺
害
、
閔
妃
を
は
つ
か
し
め
、
松
林

で

焼
き
は
ら

っ
た
。
こ
の
前
代
未
聞

の
暴
虐
の
行
為

で
、
日
本

の
カ
メ
ラ

マ
ソ
が

果
し
た
役
割
を
看
過

で
き
な
い
。
」
と
言

い
、
そ
の
根
拠
と
し
て
姜
相
圭
氏

の

『韓
國
寫
眞
史
』

(
一
九
七
六

〔昭
和
51
〕
・
一
二
、
圖
書
出
版

一
心
社
)
の

一
節
を

紹
介
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
次

の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る

(私
訳
。
以
下
、
適

宜
施
し
た
日
本
語
訳
も
同
様
で
あ
る
。
原
文
は
注
を
参
照
さ
れ
た
い
)。

明
成
皇
后

閔
妃

(図
14
)
は
早
く
か
ら
外
戚

と
し
て
の
精
神
を
起
こ
し

て
、
大
院
君
に
反
旗
を
翻
し
、
高
宗

に
親
政
を
宣
布
さ
せ
、
大
院
君
系
列

の
人
々
を
粛
正
し
な
が
ら
、
日
本
と
外
交
関
係
を
結
ん
だ
。

一
八
九
二
年

甲
午
更
張
が
始
ま
る
と

ロ
シ
ア
に
接
近
し
、
日
本

の
勢
力

の
追
放
を
計

っ

た
。

一
八
九
五
年

一
〇
月

八
日

(陰
暦
八
月
二
〇
日
)
は
閔
妃

の
政
変

の

日
で
あ
り
、
安
達
論
殉
)
岡
本
柳
之
助
が
引
率
し
た
幽
徒
隊
が
、
閔
妃

の
人

物
写
真
を
皇
室
専
属
写
真
師
か
ら
入
手
し
て
、
実
際
の
顔
と
対
照
し
、
確

認
し
た
後
、
閔
妃
を
殺
害
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
と
き

の
皇
室
嘱
託
写
真

　
　

　

師
は
日
本
人
の
村
上
天
真
で
あ
る
。
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こ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
側
は
か
な
り
以
前

か
ら
閔
妃
殺
害
を
着
々
と
計
画
し
、

顔
写
真
ま
で
手

に
入
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
は
日
本
語

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
当

然
こ
れ
は
現
在
も
日
本
国
内
で
流

通
し
て
い
る
文
献

で
あ
る
。

で
は
、
韓
国

に
お
け
る
文
献

で
は
ど
う
な
の
だ
ろ

う
か
。

実
は
韓
国
語
文
献

に
関
し
て
も
事
情
は
日
本
と
同
様
で
あ
り
、
管
見

に
入

っ

た
限
り
で
は
、
先

に
触
れ
た
姜
相
圭

『韓
國
寫
眞
史
』
以
外
に
も
次

の
よ
う
な

資
料
が
あ
る
。

(漢
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
掲
出
す
る
が
、
韓
国

語
で
書
か
れ
て
い
る
書
名
や
出
版
社
、
あ
る
い
は
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
カ
タ
カ

　
　

　

ナ
で
示
す

)
。

○

『東
亜

原
色
世
界
大
百
科
事
典
』
12

(
一
九
八
三

〔昭
和
58
〕
・
四
、
東
亜
出
版
社
)

「生
前

の
閔
妃
」

〔P
33
〕

○
元
裕
漢

・
尹
炳
爽

『韓
國
史
大
系
』
7
1
朝
鮮
末
期

(
一
九
八
四

〔昭
和
59
〕
・
九
、
サ
ド
ソ
出
版
ア
カ
デ
ミ
ー
)

「明
成
皇
后

閔
妃
」
〔P
嬲
〕

○
李
弘
稙
編
著

『韓
國
史
大
事
典
』
上

(
一
九
九
三

〔平
成
5
〕
・
三
、
教
育
圖
書
)

「閔
妃
が
弑
害
さ
れ
た
玉
楼
壺

(左
)
・
閔
妃

(右
)
」
〔P
珊
〕

○

『ブ
リ
タ

ニ
カ

世
界
大
百
科
事
曲
ハ』
7

(
一
九
九
三

〔平
成
5
〕
・
四
、
韓
國
ブ
リ
タ
ニ
カ
會
社
)

「明
成
皇
后
」
〔P
胼
〕

○
歴
史
問
題
研
究
所

『寫
眞
と
絵

で
見
る
韓
國

の
歴
史
』
②

(
一
九
九
三

〔平
成
5
〕
・
四
、
ウ
ン
ジ
ン
出
版
)

「
明
成
皇
后
」

〔P
跚
〕

○

『學
園
世
界
大
百
科
事
典
』
10

(
一
九
九
三

〔平
成
5
〕
・
六
、
學
園
出
版
公
社
)

「明
成
皇
后
」
〔P
躅
〕

○

『社
會
科
探
求
6
1
1
』

(製
作

一
九
九

一

〔平
成
3
〕
・
三
、
出
版

一
九
九
六

〔平
成
8
〕
・
三
。
教
育
部
。

研
究

・
梨
花
女
子
大
學
校

1
種
圖
書
研
究
開
發
委
員
會
)

「明
成
皇
后
」
〔P
39
〕

○

『写
真

で
見
る

朝
鮮
時
代

生
活
と
風
俗
』
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(
一
九
九
六

〔平
成
8
〕
・
六
、
サ
ム
ン
ダ
ン
)

「閔
妃

高
宗

の
妃
。
16
歳

の
時
王
妃
と
な
り
、
ま
も
な
く
大
院
君

の
執
政

を
し
り
ぞ
け
、
高
宗

の
親
政
を
な
し
と
げ

た
が
、
乙
未
事
変

の
時
、
日
本
人

の

刺
客
に
殺
さ
れ
た
。
」
〔P
憫
〕

○
イ
ホ
ン
ジ
ク
編
著

『國
史
大
事
典
』

(
一
九
九
七

〔平
成
9
〕
・
九
、
民
衆
書
館
)

「閔
妃
が
弑
害
さ
れ
た
玉
楼
壷

(左
)
・
閔
妃

(右
)
」
〔P
蝦
〕

○

シ

ソ

キ

ュ
ホ

『韓

國

歴

史

人
物

事

典

』

(
一
九

九

八

〔平

成

10
〕
・

一
〇

、

ソ

ク
ピ

ル
)

「
明

成

皇

后

閔

氏

」

〔
P

皿

〕

で
き
る
だ
け

一
般
的
な
事
典
類
を
中
心
に
あ
げ
て
み
た
。
が
、
中

に
は
小
学

校

(初
等
學
校
)
の
六
年
生

で
副
読
本
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た

『社
會
科
探
求

6
1
1
』
な
ど
も
あ
る
。
こ
こ
で
は

『ブ

リ

タ

ニ
カ
世
界
大
百
科
事
典
』
7

(
一
九
九
三
)
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る

「明
成
皇
后
」
の
写
真
を
取
り
出

し
て
み

る
と
や
は
り
次

の
よ
う
で
あ
る

【図

2
】。

こ
の
他

に
も

【図
1
】
す
な
わ
ち

ハ
　

　

【図
2
】

の
写
真
を
使

っ
た
出
版
物
は
多

い
。

い
ず
れ
も
、
向
か

っ
て
左
斜
め
後
方
に
椅

子
の
半
分
が
見
え
、
そ
の
椅
子
の

右
側

に
腰
を
か
け
、
頭
に
は
ク
ン
モ
リ
と
い
う
か
つ
ら
を
載

せ
、
か
ん
ざ
し
を

題齧鬱寧

図2

 

見
る
側

か
ら
す
れ
ば
左
か
ら
右

へ
刺
し
て
い
る
。
手
を
前

に
置
い
て
は
い
る
が

袖

に
隠
れ
て
見
え
な
い
。
足
は
と
い
う
と
、
肩
幅
ほ
ど

の
間
を
取
り
開

い
て
い

る
。

四

同
時
代
的
な
資
料

の
中

で

(
1
)
i
欧
文
資
料

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
暗
殺

の
被
害
者
閔
妃
の
写
真

に
関

し
て
は
、

ほ
と
ん
ど
定
説
に
近

い
形

で
流
通
し
て
き
た
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
こ
れ
を
同
時
代
的
な
資
料

の
中
に
置
く
と
、
実

に
奇
妙
な
こ
と
が

生

じ

て

く

る

こ

と
が

わ

か

る
。
先

ず
、
U
.閏
・

d
p
α
嘆
≦
o
O
α
の

『芝
律
げ

　
ア

　

↓
o
ヨ

目

《

日
o
田

O
匹

⇒
ω
ヨ

内

o
お

鋤
』

(い
o
己

o
コ
穹

住
国
臼

暮

霞

ひq
ぼ

固

Φ
巨

コ
ひq
=

・

菊
Φ
<
①
=

O
o
ヨ
冨

コ
ざ

一
Φ
8

〔
明

治

38

〕
)

の

「
出

○
信
ω
①
評
①
①
豆

コ
ひq
」

の

章

に

挿

入

さ
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れ

て

い
る

の
が

【図

3

】

の
写

真

で
あ

る

(譜

露
1

℃
・。
器
)
。

一
見

し

た
だ

け

で
既

に
掲

げ

た

【
図

1
】

【
図

2

】

と

何

ら
変

わ

り

は

な

い
。

し

か

し

、

不

思

議

な

の

は

そ

の
キ

ャ
プ

シ

ョ
ソ

で
あ

る
。

そ

こ

に

は
、

〉

内
○
閑
国
>
Z

い
》
U
k
,
H
Z
.
国
d
「い
い

○
○
ω
↓
d
]≦
国

K◎R£A聾 瓢A韮)Y五 翼 欝LL〈;◎ST�ﾘ 慧

図3

と
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ

「正
装

の
韓
国
夫
人
」
な
の
か
。

ま
さ
か
、

一
国

の
王
妃
を
ご
く

一
般
的

に

召
》
U
団
」
と

い
う
は
ず
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
著
者

の
ア
ン
ダ
ー
ウ

ッ
ド
は
王
妃
付
き
の
い
わ
ぽ
侍
医

と
し
て
そ
の
傍
に
い
た
女
性
で
あ
る
。

　
　

　

 
ま

た

次

の
=
o
日
①
『

しd
.
団
巳
び
①
暮

の

『↓
げ
Φ

℃
鋤
ω
ω
冒
σq

O
州

囚
o
H
①
餌
』

(い
o
⇒
-

α
・
『

鬢

●
自
Φ
ヨ
①
ヨ
き

戸

お
8

〔明

治

39
〕
)

に
も

同

様

の
写

真

【
図

4
】

が

見

て

と

れ

る

。

図4

 

そ

し

て

こ

こ

に

も

、

そ

の

キ

ャ
プ

シ

ョ

ン
は

次

の

よ

う

に
な

っ
て

い

る
。

〉

勺
〉
い
>
0
国
老
〈
○
と

》
Z

H
Z

「
d
.い
い

菊
国
○
〉
じ
H>
r

若
干
の
語
彙

の
違

い
は
あ
る
も
の
の
、
こ
こ
で
も
や
は
り

「正
装

の
宮
中
の

女
」
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ハ
ル
バ
ー
ト
は
閔
妃

の
夫
高
宗

の
政
治

顧
問
を
し
て
い
た
人
物

で
あ
る
。
そ
う
し
た
人
間
が
王
妃

の
顔
を
知
ら
な
い
と

い
う
こ
と
が
あ

っ
た
だ
ろ
う
か
。
夫
高
宗

の
背
後

で
当
時

の
朝
鮮

の
政
治
を
動

か
し
て
い
た
、

一
国

の
最
高
実
力
者
を

「宮
中

の
女
」
と
い
う
語
で
表
現
す
る

だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
関

し
、
韓
国

の
建
国
大
学

の
シ
ソ
ポ
ン

ニ
ョ
ン
氏

は
、
『東
亜
日
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報
』
(二
〇
〇

一

〔平
成
13
〕
・
七

・
七

〔土
〕)
で
、
「あ
る
人
物

に
対
す
る
追
慕

の
情
は
ま
ず
そ
の
形
姿
を
描
く
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
特

に
観
相
と
印
象
を
重

要
視
す
る
韓
国
人
た
ち
が
顔
形
を
大
変
重
要
視
す
る
こ
と
に
は
少
し
も
異
常
な

こ
と
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
追
慕

の
感
情
が
度
を
越
し
て
、
存
在
し
な
い

形
姿
を
描

い
た
り
、
想
像
が
行
き
過
ぎ
た
り
す
る
と
、
そ
れ
は
追
慕
で
は
な
く
、

む
し
ろ
故
人
を
辱
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
代
表
的
な
例
が
明
成
皇
后

の
肖
像

　
　

　

を
め
ぐ
る
論
争
で
あ
る
。」
と
前
置
き
し
た
上

で
、
次

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
写
真

は
決
し
て
明
成
皇
后

の
写
真
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は

第

一
に
、

ア
ソ
ダ
ー
ウ
ッ
ド
女
史
や

ハ
ル
バ
ー
ト
博
士
が

一
様

に
こ
れ
を

王
妃
の
写
真

で
あ
る
と
言

っ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
事
実

で
あ
る
。

ア
ソ

ダ
ー
ウ

ッ
ド
女
史

は
こ
の
写
真
を
指
し

「
正
装
し
た
貴
夫
人
」
だ
と
し
、

ハ
ル
バ
ー
ト
博
士
は

「正
装
し
た
宮
女
」
だ
と
説
明
し
た
。
高
宗

に
近
く

仕
え
た
顧
問
と
皇
后
の
御
典
医
が
ち
が

う
と
い
う
、
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
明

　　
　

白
な
証
言
は
な
い
。

こ
れ
は
も

っ
と
も
な
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
本
稿

の
最
終
的
な
論
旨
も
、

シ
ソ
ポ
ン
ニ
ョ
ソ
氏
が
出
し
た
結
論
、
す
な
わ
ち

「明
成
皇
后
の
写
真
は
存
在

し
な
い
」
に
や
や
近

い
。
し
か
し
、
他

の
、
韓
国
で
の
先
行
研
究
に
関
し
て
も

そ
う
な
の
だ
が
、
当
時

の
日
本
語
文
献
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
目
が
向
け
ら
れ

て
い
な
い
。
幽こ
の
点

に
、
考
察

の
材
料
不
足

を
き
た
し
て
は
い
な

い
だ
ろ
う
か
。

本
稿

の
趣
旨
は
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
今
ま
で
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
日
本
側
の
同
時
代
的
な
資
料
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
る
、
と
言

っ
て
も
よ

い
。

五

同
時
代
的
な
資
料
の
中

で

(2
)
1
日
本
語
資
料

今
ま
で

「閔
妃
」
と
言
わ
れ
て
き
た
写
真

に
対
す
る
疑

い
は
、
前
節

の
欧
文

関
係

の
資
料
の
み
な
ら
ず
、
日
本
側
の
資
料

に
も
登
場
し
て
き
て
い
る
。
そ
れ

は
次

の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

先
ず

『日
露
戦
争

写
真
画
報
』
(第

一
巻
、

一
九
〇
四

〔明
治
37
〕
・
四
・
四
、

博
文
館
)
〔
ノ
ソ
ブ

ル
な
し
〕

に
は
、
次

の
よ
う
な
口
絵

【図
5
】
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

写
真

の
説
明
と
し
て
、
「韓
国

の
文
武
官
は
両
班
と
称
し
世
襲

の
貴
族
と
し

て
平
民
と
は
全
く
階
級
を
異
に
す

由
来
走
馬
燈
の
ご
と
く
栄
枯
転
変
す
る
政

府
の
官
人
は
総
て
此

の
社
会

の
特
有
た
り
」
は
右
側
の
男
性
像

の

「進
士
」
に

つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
が
、
「第
三
列

正
服

の
進
士

宮
中

の
侍
女
」
の

「宮
中
の
侍
女
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
「第
三
列
」
と
は
こ
の
頁

の
上
か
ら
三

段
目
に
並
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
し
か
す
ぎ
な
い
が
、
問
題
は
こ
の
左
側
の

女
性

の
写
真
で
あ
る
。

こ
れ
は
従
来

「閔
妃
」
と
さ
れ
て
き
た
女
性
で
は
な
か

っ
た
の
か
。

こ
の
写
真

は
翌
年

の
同
じ

『日
露
戦
争

写
真
画
報
』
(第
二
五
巻
、

一
九
〇

五

〔明
治
38
〕
・
六

・
二
〇
、
博
文
館
)
〔P
13
〕
に
も
登
場
す
る
。
こ
の
号
は
特
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第

宮 正 三

申 服 列

の の
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図5

集

で
あ
り

「韓
国
写
真
帖
」
と
銘
打
た
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
次

の
よ
う
な
写

真
が
挿
入
さ
れ
て
い
る

【図
6
】。
こ
れ
は

「韓
国
事
情
」
と

い
う
記
事

の
中

に
あ
り
、
見
開
き
左
頁
ご
と
に
中
央
に
や
や
小
さ
め
の
写
真
を
嵌
め
こ
ん
で
い

く
形

で
続
い
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
最
初
は

「文
官

の
大
服
」、
「武
官

の
大
礼

服
」
、
「武
官

の
服
装
」
等
が
あ
り
、
「進
士

の
服
装
」
の
あ
と
に
こ
の
写
真
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

嘗:動 の 坤 富

図6

 

こ
こ
に
は
、
「宮
中

の
女
官
」
と
あ
る
。
そ
の
語
義

の
範
囲

は
前
出

の

「侍

女
」
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
ろ
う
。

『日
露
戦
争

写
真
画
報
』
は

『日
露
戦
争
実
記
』

の

「定
期
増
刊

第
七
編
」

と
し
て
明
治
三
七
年

(
一
九
〇
四
)
四
月
八
日
に
発
刊
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
毎

月
刊
行
さ
れ
た
が
、
明
治
三
八
年

(
一
九
〇
五
)

一
二
月

一
八
日
、
「満
洲
軍

凱
旋
写
真
帖
」
(第
四
〇
巻
)、
即
ち

『日
露
戦
争
実
記
』

の

「臨
時
増
刊

第

一
〇
九
編
」

で

一
応

の
終
刊
を
見
て
い
る
雑
誌
で
あ
る
。
誌
面
構
成
と
し
て
は
、

一
冊
の
半
分
が
ノ
ン
ブ

ル
の
な
い
写
真
と
絵
に
よ

っ
て
埋
ま
り
、
後
半

の
戦
況

101



の
概
説
や
紹
介

の
文
章
は
、
写
真
や
絵

の
説
明
と
い
っ
た
意
味
合

い
が
濃

い
も

の
で
あ
る
。

次
に
出
て
く
る
の
は
、
そ
れ
か
ら
六
年
後
、
韓
国
併
合
が
な
さ
れ
た
翌
年

の

出
版
物

の
中

に
、
で
あ
る
。

　
け
　

『韓
国
併
合
紀
念
帖
』
(
一
九

一
一

〔明
治
44
〕
・
六
、
啓
文
社
)
〔P
84
〕

に
は
、

次
の
写
真

【図
7
】
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
資
料
は

「韓
国
併
合
」

の
詔

書
か
ら
始

ま
り
、
朝
鮮
各
地

の
地
誌
を
叙
述

し
た
あ
と
、
後
半

に
は
明
治
天

皇

・
皇
后
を
先
に
し
、
続

い
て

「李
王
殿
下
」
と
そ
の
妃
、
以
前
ま
た
退
位
を

余
儀

な
く
さ
せ
ら
れ

た

「李
太
王
殿
下
」
(高
宗
)、
さ
ら

に
は
朝
鮮
王
室

の

人
々
を
配
し
、
以
下
併
合
に
力
を
尽
く
し
た
伊
藤
博
文
な
ど
の
顕
官
が
並

ん
で

い
る
。
そ
の
は
る
か
後

の
方

の
頁

に
、
こ
の
写
真
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
の
キ
ャ
プ

シ
ョ
ソ
を
見
る
と
、

愛YJ電 ノ φ 富
ム欝α 勲 轡(無籍署IR「f鼠 覊慕a聖繊姦鰹(x}is'12.T.

図7

宮
中

ノ
老
官
女

>
Z

O
U
U
ぐ
<
O
H≦
>
Z

HZ

日
国
国
O
O
菊
国
>
Z

O
O
d
閑
日

と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「老
」
(O
い
U
)
は
こ
れ
ま
で
に
な
か

っ
た
見

方
だ
が
、
基
本
的
な
認
識
は

『日
露
戦
争

写
真
画
報
』
と
同

一
で
あ
る
と
い

っ
て
い
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の

『韓
国
併
合
紀
念
帖
』
は
、
前
年

の
明
治

四
三
年

(
一
九

一
〇
)
に
な
さ
れ
た

「韓
国
併
合
」
を

「紀
念
」
す
る
と

い
う
、

現
在

の
眼
差
し
か
ら
は
悲
惨
な
著
作
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
点
は
措
く
と
し
て
、

同
書
中

に
は

「故
閔
妃

の
霊
廟

↓
団
国

諺
Z
O
国
ω
↓
幻
〉
い

=
〉
い
い

○
「

い
〉
↓
国
しu
HZ

勺
園
HZ
O
国
ω
ω
」
と
い
う

一
葉
が
含
ま
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

こ

の
著
作

の
編
集
を
な
し
た
者
は
、
閔
妃
に
関
し
て
無
自
覚
で
あ

っ
た
の
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
が
見

て
と
れ
る
。

で
は

一
体
こ
れ
は
ど
う
考
え
る
べ
き
な

の
で
あ
ろ
う
か
。

一
つ
の
疑
念
と
し

て
、
か

つ
て
の

〈大
日
本
帝
国
〉

の
資
料
で
あ

る
か
ら
、
そ
こ
に
は
あ
る
種
の

政
治
的
な
策
謀
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。

一
国

の
公
使
が
暗
殺
事
件
を
使
嗾
す
る
よ
う
な
国
の
出
版
物

で
あ
る

の
だ
か
ら
、
そ
の
中

に
隣
国

の
王
妃
を

「侍
女
」
「女
官
」
「老
官
女
」
と
貶
め

る
こ
と
が
あ

っ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
、
と
。
し
か
し
、
も
し
そ
う
で

あ

る
な
ら
ば
、
欧
文
資
料

で
付
さ
れ
て
い
る
キ

ャ
プ

シ

ョ
ン
、
「〉

閑
○
㌍

国
>
Z

い
》
U
肖

HZ

司
d
U
い
0
0
ω
↓
⊆
≦
国
」、
「〉
勺
諺
い
>
O
国
-髫
○
冨
諺
Z
HZ

102



「閔妃」試論

国
d
い
い

閑
国
O
>
い
H>
」
に
は
ど

の
よ
う
な

"
政
治
的
な
陰
謀
"
が
あ

る
の
だ

ろ
う
か
。

な
お
、
こ
の
写
真
を

「
女
官
」
と
す
る
資
料
は
、
戦
後
に
お
い
て
も
、
次

の

よ
う
に
出
て
き
て
い
る
。

○

『別
冊

一
億
人

の
昭
和
史
ー
日
本
植
民
地
史
1

朝
鮮
』

(
一
九
七
八

〔昭
和
53
〕
・
七
、
毎
日
新
聞
社
)

「
王
朝
時
代

の
官
女
の
正
装
」

○

『目

で
み
る
李
朝
時
代
』
(
一
九
八
六

〔昭
和
61
〕
・
三
、
国
書
刊
行
会
)

「宮
中

の
女
官

の
正
装
」

い
ず
れ
も

「正
装
」
と
い
う
キ
ャ
プ

シ

ョ
ン
が
付
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前

掲

の
出
巳
げ
Φ辞

『↓
ゴ
Φ

勺
餌
ωω
凶口
ひq

O
h

内
○
『①
餌
』
や
d
昌
α
Φ
『髫
o
O
創

『ぐ
『
詳
げ

目
oヨ
ヨ
《
↓
o
目
b
匹
⇒
ω
ぎ

囚
o
『$
』

に
あ

っ
た

「正
装
」
「宮
中
」
「夫
人
/

女
」
と
い
っ
た
語
彙
を
暗
示
し
て
い
る
。

六

先
行
研
究

よ
り

と
こ
ろ
で
、
日
本
で
は
閔
妃
と
さ
れ
て
き
た
写
真
は
先

の

一
枚
だ
け
で
あ

っ

た
が
、
韓
国
で
は
こ
れ
ま
で
に
何
葉
か
の
写
真

(
ペ
ン
画
を
含
む
)
が
閔
妃
だ

と
言

わ
れ
、
数
々
の
論
議

が
起

こ

っ
て
い

る
。
そ

の
中

の

一
つ
が
本
稿

の

「
四
」

で

触

れ

た

、

シ

ソ
ポ

ソ

ニ

ョ

ソ
氏

の

『東

亜

日

報

』

で

の
記

事

で

あ

っ

　ね
　

た
。
そ
れ
も
含
め
て
整
理
す
れ
ぽ
、
次

の
よ
う
な
議
論
が
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ

せ
て
い
る
。

○

『朝
鮮
日
報
』
(
一
九
九
四

〔平
成
6
〕
・
八

・
二
一二

〔日
〕)

無
署
名

明
成
皇
后
を
弑
害
し
た
と
推
定
さ
れ
る
刃
物

発
見

日
本

の
九
州
で

犯
行
自
白
の
文
書
も

○

『朝
鮮
日
報
』
(
一
九
九
五

〔平
成
7
〕
・
五

・
一
〇

〔日
〕)

無
署
名

明
成
皇
后
の
弑
害

目
撃
記
録

公
開

当
時
宮
内

に
居
住

の
ロ
シ
ア
人

一
万
行
に
わ
た
り
詳
細

に
記
述

○

『朝
鮮
日
報
』
(
一
九
九
七

〔平
成
9
〕
・
二

・
一
二

〔水
〕)

無
署
名

明
成
皇
后
の
写
真
攻
防

髪

の
様
子
か
ら
見

る
と
き

皇
后
に
間
違

い
な
い

○

『朝
鮮
日
報
』

(
一
九
九
七

〔平
成
9
〕
・
一
一
・
一
九

〔水
〕)

〈前
宮
中
遺
物
展
示
館
長
〉

明
成
皇
后
写
真
論
難

"写
真

の
中

の
女
人

皇
后

の
服
式
で
は
な
い
"

○

『朝
鮮
日
報
』

(
一
九
九
八

〔平
成
10
〕
・
二

・
九

〔月
〕)
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〈
イ

ハ
ン
ウ
記
者
〉

明
成
皇
后
写
真
論
争

"そ

の
是
非

の
端
緒

み

つ
か
っ
た
"

19
世
紀
末

ガ
ー
ド
ナ
ー
の
著
書

『朝
鮮
』

で
宮
女
の
挿
画
発
見

○

『朝
鮮
日
報
』
(
一
九
九
八

〔平
成
10
〕
・
八

・
=
二

〔木
〕)

〈
イ
チ

ュ
ン
ホ
記
者
〉

明
成
皇
后
論
乱

写
真

の
中

の
女
人
は
無
名

の

"
天
主
教
信
者
"
P

"女
性
教
会
員
"
と
説
明

フ
ラ
ン
ス
の
資
料
発
掘
…

新
仮
説
提
起

○

『東
亜
日
報
』

(二
〇
〇

一

〔平
成
13
〕
・
八

・
一
一
)

〈
キ
ム
ス
ギ

ョ
ソ
〉

明
成
皇
后

こ
の
容
貌
が

本
当

の
顔
P

キ
ム
ス
ン
ヒ
前
建
国
大
教
授

公
開

"
1
8
9
8
年

フ
ラ
ン
ス
言
論
人

の
本

に
掲
載
"

い
っ
し
ょ
に
載

っ
て
い

る
大
院
君
-
高
宗

の
顔

実
際
の
写
真
と
完
全
に

一
致

○

『東
亜
日
報
』

(二
〇
〇

一

〔平
成
13
〕
・
七

・
七

〔土
〕)

〈
シ
ン
ポ
ン
ニ
ョ
ン
〉

明
成
皇
后
の
写
真
は
存
在
し
な
い

大
院
君
と
命
か
け
た
争
い
で
、
近
親
で
な

い
な
ら
ば
、
会
わ
な
い

当
時

"写
真
を
撮
ら
せ
る
と
、
魂
が
抜
け
る
"
と
認
識

カ
メ
ラ
忌
避

証
言
者
た
ち

"優
雅

で
、
眼
差
し
澄
ん
で
"
…
教
科
書
中

の
人
物
は
宮
女

こ
れ

ら

の
議

論

を

概

観

す

る
と

、

日

本

と

は
異

な

り

、

韓

国

に
お

い

て
如

何

に
閔

妃

(明

成

皇

后

)

へ
の
関

心

が

高

く

ま

た
熱

い
か

、

と

い
う

こ
と

が

う

な

ず

け

る
。

し

か

し

同

時

に

、

実

際

不

思

議

で

は
あ

る
が

、

前

節

で
挙

げ

た
閔

妃

に
関

す

る
日

本

側

の
資

料

は

全

く

使

わ

れ

て
来

な

か

っ
た

こ
と

も

理
解

さ

れ

る

。

本

稿

で

は
、

現

在

少

な

く

と

も

日

本

で
は

定

説

と

な

っ
て

い

る

「
閔

妃

と
言

わ

れ

て

い

る
写

真

」

が

本

人

で

は
な

い
、

と

い
う

点

に
論

証

の
力

点

を

置

い

て

い
る

。

そ

の
た

め
く
巳
Φ
鼠
同
α

α
①

い
四
ひq
融

ユ
①

の

『い
鋤

O
o
融

①
』

ー

ぎ
α
8

ひ
亭

自
Q
畧

ρ

菊
二
ω
ω
ρ

o
o
冒

b
o
昌
鋤
一ω
Φ
・
(℃
爰

δ
"
い
・
=
鋤
o
げ
Φ
陣
ρ

一
。。
㊤
。。

〔
明
治

31
〕
)

で

舅

大

院

君

、

夫

高

宗

と

と

も

に
表

紙

を

飾

っ
て

い

る

ペ

ン
画

の
上

半

身

像

、

あ

る

い
は

O
鋤
匹
。
国
o
の
ω
Φ
庄

の

『
(Q
O
同
Φ
田
Φ
∩
)O
目
Φ
po
昌
一』

中

の
写

真

、

ま

た
李

承

晩

の

『
獨

立

精

神

』

(
一九
一〇
)
中

の
娘

姿

の
写

真

に
関

し

て

の
議

論

は
、

別

の
場

所

を

用
意

し

て
行

い
た

い

と
考

え

て

い

る
。

し

か

し

、

わ

ず

か

に
立

ち
入

る

と

す

れ

ぽ

、

こ

こ

に

日
本

で

の
資

料

を

入

れ

る

と
ど

う

な

る

の
か
、

に

つ
い

て

い
く

つ
か

の

こ
と

が

考

え

ら

れ

る
。

シ

ン

ポ

ン

ニ

ョ

ン

氏

は
、

定

説

化

し

て

い

た

、

い
.閏
.q
⇔
α
臼

妻
O
o
匹
の

『ぐ
弔
肆
げ
]
り
0
8
b
卩
《
↓
O
H口
b
犀
一昌
ω
一づ
一(
O
同
①
鋤
』

(一
㊤
8

〔明

治

38
〕
)

の
中

の
写

真

、

そ

れ

は
同

時

に
=
o
目
霞

しU
・
缶
巳
げ
Φ
『
け

『
日
りげ
Φ

剛
四
ω
ω
一目
ひq

O
h
}(
O
「
①
鋤
』

(H
O
8

〔明
治

39
〕
)

で
使

わ

れ

て

い

る
写

真

で

も

あ

る

が

、

そ

れ

を

彼

ら

が

間

違

え

る
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「閔妃」試論

は
ず

が

な

い

と

い
う

現

実

的

な

論

拠

で

否

定

し

た
。

そ

の
点

は
大

変

貴

重

だ

と

思

わ

れ

る
。

が

し

か

し
、

今

ま

で
閔

妃

だ

と

言

わ

れ

て

き

た

こ

の

写

真

は
、

O
費

δ

菊
○
ω
ω
Φ
け口

の

『O
o
同
①
p

Φ

O
o
目
①
鋤
巳
』

(一
8
ら

〔明

治

37
〕
)

に
掲

載

さ

れ

　お
　

て
い
る
写
真

【図
8
】
か
ら
人
物
だ
け
を
切
り
取
り
合
成
し
た
も

の
だ
、
と
い

で麟み 勸ム琵洩 獅r《.LAZ�袤 篤 ム凱㌢群 耕 心瀞蕊㌢瓢

図8

 

う

推

測

は

ど

う

で
あ

ろ

う

か
。

ち

な

み

に
、

こ

こ

に

つ

い

て

い

る

イ

タ

リ

ア
語

の

キ

ャ
プ

シ

ョ

ン

「
d
Z
>

U
>
】≦
》

U
H
勺
〉
い
>
N
N
O

H
Z

>
じU
H
↓
O

U
H
O
O
閑
↓
国
」

は

「宮

廷

の
服

を
着

た

宮

殿

の
貴

婦

人

」

と

い
う

も

の

で
あ

り

、

同

一
人

物

と

思

わ

れ

る

こ

の
女

性

が

「
宮

廷

の
女

官

」

と

い
う

点

で

は

、

こ
れ

ま

で

に
見

て
き

た

写

真

と
同

様

で

あ

る
。

そ

れ

は
そ

れ

と

し

て
も

、

○
鋤
二
〇
勾
o
ω
ω
①
け口

の

『∩
)O
「
Φ
餌
①
○
○
『
①
鋤
コ
一』

は

一
九

〇

四

年

の
出

版

だ

っ
た
。

そ

の
同

じ
年

、

つ
ま

り

一
九

〇

四

年

の
四

月

に

は
、

先

に
見

た

よ

う

に
既

に

日

本

の
雑

誌

『
日

露

戦

争

写

真

画

報

』

(第

一

巻
)
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
は
ど
う
考
え
る
べ
き
な

の
で
あ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、

一
年
後

二
年
後

に
改
竄
さ
れ
て
登
場
す
る
は
ず
の
写
真
が
、
同
じ
年

に
日
本

の

雑
誌

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
お
そ
ら
く

「合
成
」
と
い
う

こ
と
は
あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
『朝
鮮
日
報
』
(
一
九
九
七

〔平
成
9
〕
・
一
一
・
一
二

〔水
〕)
で

「明

成
皇
后
の
写
真
攻
防
/
髪

の
様
子
か
ら
見
る
と
き
/
皇
后
に
間
違

い
な
い
」
は
、

頭

に
着
け
る

「
ク
ン
モ
リ
」
を
め
ぐ

っ
て
の
議
論
で
あ
る
が
、
も
し
こ
れ
が
王

妃
を
表
示
す
る
も
の
だ
と
す
る
と
、
次

の
絵
の
女
性

の
髪
型
は
ど
の
よ
う
に
判

断
し
た
ら
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
、
『日
露
戦
争

写
真
画
報
』第
二
巻
(
一
九
〇
四

〔明
治
37
〕
・
五

・
八
)

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
中
澤
弘
光

の
筆

に
な

る
絵

で
あ

る
。
【図

9
】
題

は

「韓
国
皇
宮
の
炎
上
」、
説
明
と
し
て
は

「四
月
十
四
日
の
夜
韓
国
皇
宮
火
を
失

し
、
全
宮
総

て
鳥
有
に
帰
す
、
大
安
門
は
皇
宮

の
正
門
、
我
兵
入
て
護
衛
す
」

と
あ
る
。
こ
こ
で
画
面

の
右
手
前
、
門
か
ら
逃
げ

て
き
た
女
性

の
頭
に
注
目
し

て
み
る
と
、

こ
れ
は
ま
さ
に

「
ク
ン
モ
リ
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
、
従

来

の
写
真
が
閔
妃
だ
と
し
て
、
そ
の
髪
型
の
様
子
か
ら
し
て
王
妃
だ
と
す
れ
ぽ
、

こ
の
女
性
も
王
妃
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
当
の
王
妃
は
既
に
十
年
前

の
明
治
二
八
年
、
日
本
人
の
暗
殺
に
よ
り
こ
の
世
を
去

っ
て
い
た
の
で
は
な
か

っ
た
か
。
む
ろ
ん
、
も
と
も
と
、
王
妃
を
貶
め
る

"日
本

の
謀
略
"
と
い
う
観

点

か
ら
は
、
振
り
出
し
に
戻

っ
て
し
ま
う
の
は
確

か
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
今

後
論
議
を
深
め
る
上
で
、
材
料

の
一
つ
に
な
ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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「閔妃」試論

七

お
わ
り
に

以
上
の
点
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
こ
れ
ま
で
流
布
し
て
き
た

「閔
妃
の
写

真
」
と
言
わ
れ
る
も
の
は
、
も
と
も
と
、
「
宮
中

の
女
官
」
あ
る
い
は
そ
れ
に

準
ず

る
女
性
を
撮

っ
た
も

の
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
で
き
る
。
実
際

不
思
議
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
戦
前

の

「閔
妃
」

に
言
及
し
て
い
る
多
く

の
資

　　
　

料

に

「閔
妃
」
の
写
真
は
出
て
来
な
い
。
例
え
ぽ
、
細
井
肇

の

『女
王
閔
妃
』

(
一
九
三

一

〔昭
和
6
〕
・
三
、
月
旦
社
)
な
ど

は
、
朝
鮮
総
督
府

の
資
料
を
自
由

に
使

い
書
き
上
げ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
閔
妃

に
関

し
て
は
、
そ
の
筆
跡
し
か

口
絵
写
真

に
用

い
て
い
な

い
。

つ
ま
り
、

一
九

四
五

(昭
和
20
)
年

ま
で
は

「
閔
妃
」
と
す
る
写
真
は
少
な
く
と
も
日
本

に
お
い
て
は

〈
な
か

っ
た
〉
と
言

っ
て
よ
い
。

し
た
が

っ
て
、
戦
前
ま
で
の
文
学
作
品
を
含
む
文
献

に
登
場
し
て
く
る

「閔

妃
」
に
関
し
て
は
、
現
在
流
布
し
て
い
る

"閔
妃

の
写
真
"
を
基

に

〈
現
在

の

視
点
〉
か
ら
そ
の
イ

メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
が

言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

付
記こ

の
研
究
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
日
本
近
代
文
学
会
秋
季
大
会

(
一
〇
月
二

一
日
、

於

実
践
女
子
大
)
で
発
表
し
た
も
の
が
基
礎
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
後
新
た
に

調
査

し
て
明

ら

か

に
な

っ
た
資

料

を
補

い
、

「
第

2
回

国

際

日
本

文

化
研

究

セ

ソ

タ

ー

在
住

・
在

日
外

国
籍

研

究
者

に
よ

る

シ
ソ
ポ

ジ

ウ

ム
ー

『
コ
リ

ア
に

お
け

る
日

本

研
究

の
現

在

』
」

(二
〇

〇

一
・
二

・
一
〇

、
於

国

際

日
本

文

化

研
究

セ

ソ
タ
ー
)

に
お

い
て
、

そ

の
後

の
考
察

を
含

め

て
問
題

の
提
起

を

行

っ
た
。

そ

の

際

、

日
本

国
内
並

び

に
韓

国
在

住

の
研

究

者

よ
り

、

い
く

つ
か

の
教

示

を

た

ま
わ

っ
た
。

そ

の
後

も

、

ソ
ウ

ル
市

立

大

学

校

の
鄭

在

貞

教

授

の

お
陰

で
、
○
餌
二
〇

幻
o
ω
ω
①
薮

『
0
0
同
8

①
○
○
「
Φ
鋤
巳
』

の
該
当

個
所

の

コ
ピ

ー
を

入
手

す

る
こ
と
が

で

き

た
。
最

後

に
な

っ
た
が

こ

の
研

究

は
、
勤

務

校

で
あ

る
佛
教

大

学

の
平

成

一
二

年
度

の
特

別
研

究
助

成

に
よ

っ
て
調

査

し
た
成

果

で
あ

る
。

注(
1
)

細
井

肇

『女

王
閔

妃

』

(昭

和

6
)

に
も
同
様

の
比

喩
が

使

わ

れ

て

い
る
。

「
王

妃

は
蛇

の
や
う

に
慧

く

、
身

を

ひ

る
が

へ
し

て
着

替

へ
の
た

め

に
別

房

へ

急
ぐ

の
で
し

た
。
」

(【
二
二
】
節

)

(2
)

小

早
川

秀

雄

「
閔
后

姐
落

事

件
」

は
、

謄

写
版

刷

り

で
数
十

部

、
世

に
出

さ
れ

た
資

料

で
あ

る
が
、

現

在

は
、
近

代

未

刊

史

料

叢
書

(第

5
巻

)

『
近

代

外

交

回

顧
録

』

(ゆ

ま

に
書

房

)

に
収

録

さ

れ

て

い
る
。

文

学

的

表
象

と

い
う

趣

旨

か
ら

、
引

用

は

『
世
界

ノ

ソ

フ

ィ
ク

シ

ョ
ソ
全

集
』

37

(
一
九
六

二

〔昭

和

37
〕
・

一
二
)

に
よ

っ
た
。

(
3
)

初

出

は
、

一
九

六
九

〔昭
和

45
〕
年

夏

季
号

『別

冊
文

藝
春

秋
』
。

(
4
)

明

成

皇

后

閔

妃

(圖

14
)

と
L
。-
己
列

71

到

司

碧

組

・
百

午

噌

苛

司

大

院

君
酬

刈

魁

71

暑

三
己
銀

ヱ

高

宗

酬

刈
、

親

政

。盲

刃
し
王

刋

糾

ヱ

大

院

君

刈

。日
己
酬

望

朴

三
己
奇

碧

糾

cq
淋
〇
一明
、
d
己
旦
L・斗

潮

ヱ

哥
刈

暑

喫

銀

叫

.

1

8
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9

2
q

甲
午

更

張

・-

刃

4

剥

叫

司
刃

叫

州

相

ユ
L
尋

司

d
己
薯

刈

調
「
潮

・ス丁

魁

・百

71

三
憇

叫

.

1
8

9

5
望

10
望

8
d
己

(音

調
「
8
望

20
d
己
)
・
匸

剋

司

到

　
マ
マ
　

碧
電

d
己
望
司

安

達

謙

岡
本

柳

之
助

井

望

舎

醒

幽
徒

隊
竏

望

司

釧

人
物

寫

巳眞
o冒

計
潛
刃
己
ズ
匸土
「
荒
¶
ズ
旭
註
圷
呈

日丁
日『

d
日
人
T
滸
-胡
「
刃
己
州
州

胡
琶
子
匸
誑
「
翻
「
丕

虱
「d
匸

妊

言
丁
閔

妃

暑

弑

害
妊

唄

・-

明

・-

岬

皇
室

囑

託
寫

眞

師

と
」
日

本

人

村

上
天
眞

。1
可

.

(
5
)

原

題

は
以

下

の
と

お
り

で
あ

る
。

○

元
裕

漢

・
尹

炳
爽

『
韓
國

史
大

系
』

7
ー

朝
鮮

末
期

(
一
九

八
四

・
九
、

朴

三
刈

・量
妥

叫

升
司

司

)

「
明

成
皇

后

閔

妃
」

〔
P
嬲
〕

○
李

弘

稙
編

著

『韓

國
史

大
事

典
』

上

(
一
九
九

三

〔平

成

5
〕
・
三
、

教
育

圖
書

)

「
望
司

昇

刃

胡
喝

妊

皇
コ
互
早

(左
)
・
司
」司

(右

)
」

〔
P
珊
〕

○

『
旦
司

司
目

爿

刈

測

司

明

斗
朴
石

』

7

(
一
九

九

三

〔平

成

5
〕
・
四
、
妊

号

旦
司
囲

月
爿

司
朴

)

「噌

層
屠

早
」

〔
P

胼
〕

○

。司
コ斗

呈
刈

q

子

生

『朴
冠

斗

ユ
引
・
。
豆

且
と
し
妊

号
釧

鱒
斗

』
②

(
一
九

九

三

〔平
成

5
〕
・
四
、
・万
4

看
斗

)

「噌

相
屠

さ
工

〔
P
躙
〕

○

『叫

廻
刈
刈

囲

明
斗
朴

石

』

10

(
一
九
九

三

〔
平
成

5
〕
・
六

、
叫
剖

釜
斗

ヱ
。
朴

)

「
噌
噌

屠
-平
」

〔P

麟
〕

○

『朴
司

斗

暗

子

6
1

1
』

(刈

。了
一
九

九

一

〔平

成

3
〕
・
三

、
調
咽

一
九

九

六

〔平

成

8
〕
・
三

。

ヱ

。百

T

q

子
畫

・-

・1
糾

明
叫

司
叫

皿

1
丕
・
三
刈

唱

子
刈
魁

潮
電
司

)

「
噌
噌
萼

幸

」

〔
P

39
〕

○

『
朴
萢

。
豆

且
Lτ

朝

鮮
時

代

噌

暑
斗

筈

害
』

(
一
九

九
六

〔平
成

8
〕
・
六
、
刈

呈
喝

)

○

「望

司

(閔

妃
)

ヱ
丕
・
潮

司

.

聡
刈

岬

男

司

井

月

朝

。-

。
「
ユ

司

組

そ
到

噌

慰

暑

号

司
剥

ヱ

ヱ
丕
・
到

討

碧

(親

政
)
。
冒

。-

哥

艱

。
一叶

。
壱
司

朴
甫

岬

d
己
望

(
日
人
)
叫

刈

州
刈

潮
登

周
銀

叫

.
」

〔
P

鵬
〕

○

司
・エ
。ズ
「
編

著

『
國
史

大
事

典
』

(
一
九
九

七

〔
平
成

9
〕
・
九
、

民
衆

書
館

)

「
司
u司

昇

刃
胡

噌
壁

皇
コ
エ
早

(左

)
・
剋

司

(右
)
」

〔P

弸
〕

0
4

テ

弖

『尋

帚
切
「
朴
d
Uロ葱
朴

萢
』

(
一
九
九

八

〔
平
成

10
〕
・

一
〇
、
眉

週
)

「
噌
噌

屠
幸

剋
列

(
明
成
皇

后
閔

氏
)
」

〔
P

血
〕

(6
)

例

・兄
ば
、

鄭

飛

石

氏

の

『
土
豊

噌

噌

屠

早

』

1

・
2

(
一
九

八

七

〔
昭

和

62
〕
・

一
、

ヱ
司

廻

)

で
使

わ

れ

て

い
る

「
表

紙
」

や
、
曽

亙

4

・τ
週

証
潮

望

司

『
。コ
「
朴

4

・
τ
1

祉

岳

。
一
弖

。司
¶
。
τ

妊

子

。耳
「
朴

5
』

(
一
九

九

六

〔平

成

8
〕
・

一
二
、
朴

剤

ズ
己・看
垂

杆

)

の

「
噌
噌

屠

・す丁
暑

刃

胡

畫

潮

暑
司

斜

d
U

4

・-

尋
釧

耻
噌

」

〔
P
59
〕

の
記
事

な

ど

に
散
見

で
き

る
。

(
7
)

『芝

ヰ
び
↓
o
ヨ
ヨ
く
日
o
ヨ
b
匹
房

貯

内
霞

8

』
、

韓
國

國
立

中
央

圖
書

館
蔵

。

た
だ

し
、
復

刻

で
あ

る
。

(
8
)

『日
げ
Φ
℃
器

ω
ぎ
ひQ
o
h
囚
o
お
①
』
、

国
際

日
本

文
化

研
究

セ

ン
タ
i
蔵
。

同
書

は
東
京

の
国

立
国

会
図

書

館

に
も

所
蔵

さ
れ

て
い

る
が

、

な
ぜ

か
こ

の
写
真

の

頁

が
抜

け
落

ち

て

い
る
。

(
9
)

『東

亜

日
報
』

(
二
〇
〇

一

・
七

・
七

〔
土
〕
朝

刊

)

の
、

瑁

層
男

早

4

萢

。
匸

丕
L
刈
尋

勾

讐

と
L哥

/
遣

且
弖
・
皿
み丁
釧

尋

号

朴

川

呈

且

71

〈
14
>
/
瑁

碧
專

す丁
釧

・丕
を

八

108



「閔妃」試論

と

い
う

記
事

で
、

氏

は
次

の
よ
う

に
書

い
て

い
る
。

。1

唱

唱

呈

州

司

妊

・スT
ロ亠
釧

碧

(情

)
・
匸

。
T
母

ユ
釧

ロ亠
告
。
言

ユ

司

Lτ

司

刈
早

周

司

昊

宅
叫

.
耳
・豊

司

遷
磐

斗

望

を

。百

スτ
皇
刈
科

と
し

壁

号

望

三
己
。1

望

量

ロ
丈
百
。
冒

ユ
呈

尋

ス
τ
皇

刈

糾

Lて

誤

・
匸

丕
ユ
・
三

司

を

奄

唄

。1

叡
叫

.

ユ
遇
司

ユ
貞
T
D亠
d
「

吾
碧

、

刈
竏

朔

叡

と
」

・亠
告

・百

ユ
司

囲
幵

尋

を

司

勾

叶

剥
叫

屯

ユ
唄

。
τ

・スT
ロ亠
井

叫

月

叫

皇

司

司

ヱ
虹

。冒

喜

肩

刈

糾

と
し
唄

。1

宅

叫

.

ユ
翊

豆
零

望

司
竚

噌

噌

身
李

潮

茎
を

。
百

暑
司

姓

上
L噌

61

叫

.

(10
)

注

(
9
)

に
同

じ
。

ユ
司

竏

。-

斗

組

。
匸

君

ヨ

瑁

噌

屠

幸

到

朴

刃

、

叫

月

4

.

ユ

・1

・
T
と
L

唄
瑚

q

司

♀

三

明

朴

丹

翹

司

三

叫

朴

井

量

を

社

司

司

暑

譽

司

釧

杆

萢

。1

叫

ヱ

畦

糾
刈

鴇

鍛

叫

と
L
朴

墾
、

叫

.
q

司

♀

三

司

斗

と
L
、

朴

萢

。冒

竚

司

爿

、
碧
を

駐

判

早
望

、

叫

銀

ヱ

望

司

三

叫

朴

と
L

碧

を

尋

号

司
叫

ヱ

翌
噌

蝕

叫

.

ヱ
丕
8
冒

井

叫

。ー

ロ亠
組

ヱ
是
斗

屠

古
T
d
「

司

到

(御

醫
)

竚

叫

月
叫

して
司

。1

旦
叫

司

噌
明

妊

スす
望

。τ

叡

叫

.

(11
)

『韓

国
併

合
紀

念

帖
』
、

日
本

の
国

会

図
書

館
、

な

ら

び

に
京

都

府

立
総

合

資
料

館
蔵

。

ま

た
勤

務

校

で
あ

る
佛

教

大

学
図

書
館

で
も

所
蔵

し

て

い
た
。

そ

の
点

、

ポ

ピ

ュ
ラ

ー
な
書

籍

で
あ

っ
た
と
思

わ
れ

る
。

(12

)

見
出

し
等

は
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

○

『朝
鮮

日

報
』

(
一
九

九

四

〔平

成

6
〕
・
八

・
二
三

〔日

〕
)

噌

噌
身

言
丁
刃

胡

斈
碧

墾

壁
君

望

尋

子
ス丁
刈

噌

司
叫
明

・τ
刈

匸亠

○

『朝

鮮
日

報
』

(
一
九

九

五

〔平

成

7
〕
・
五

・

一
〇

〔日

〕
)

噌

噌
屠

早

刈

胡

旦
「
瑚

7ー

ヱ
。
川

馨

刃

号
川

囚
ス
丁

司

剋

。-
己
吐
噌

を
刈

司

71
舍

○

『朝

鮮

日
報
』

(
一
九
九

七

〔
平
成

9
〕
・

一
一

・
一
二

〔水

〕
)

噌
噌

屠
幸

斗

4

ヱ
。喝

"
司
司

ロ亠
磐

暑

明

屠

早

三
己
噌

叡
叫

"

○

『朝

鮮

日
報
』

(
一
九
九

七

〔平
成

創
〕
・

一
一

・
一
九

〔水

〕
)

瑁
冤

屠

早

朴

冠

と
L
壹

"
斗
剤

今

司
q

屠

平
昇

剤

叫

目
叫

"

○

『朝

鮮

日
報

』

(
一
九
九

八

〔平
成

10
〕
・
二

・
九

〔月

〕
)

瑁
冤

屠
・早

朴

剤

芒
噌
、

屯
井

旦
ロ
吐

衵
梁

鍛
叫

19
刈

刻

耻

井

三
司

刈
刈

"
丕
母

"
号

司

甘

糾

酢
己
君

O

『
朝
鮮

日
報

』

(
一
九
九

八

〔平
成

10
〕
・
八

・
一
三

〔
木
〕
)

噌
園

屠

-す
丁

芒
壹

朴
萢

等

φ

剋

。
τ
ロ
T
噌
潮

"母

ス丁
皿
型
4

"
P

"司

噌

皿
♀

"
墾

噌

立
一壱

と
叫

豆

魁

者

…
川

井

豊

刈

71

0

『
東
亜

日
報

』

(二
〇

〇

一

〔平
成

13
〕
・
八

・
一

一

〔
土
〕
)

招
牛

噌

望
噌

屠

阜

。ー

ロ亠
入百
d
-
剤
叫

望

量

P

招

スτ
司

前

旭
号
司

ヱ
千

ユ
。
州

"
1
8

9
8
q

佛
q

尋
望

司
司

毫
司

"

哲

列

刃
ヨ
屯

朔
剖

そ
ー

ユ
丕
。
望

量

刃
己
刈

朴

萢
斗

爭

円
糾
刈

望

肉

○

『東

亜
日
報

』

(二
〇

〇

一

〔平

成

13
〕
・
七

・
七

〔土

〕
)
4

昇

豆
・

瑁

噌
屠

古
丁
朴

冠

◎
τ

暑
刈

苛

凋

留

し一L叫

朝

組

「τ
斗

号
舍

社

晝

田
「竏

暑
刈

モ
翹

叫

目
屯

妊
吐

竏

喝

刃

"
朴
萢

列

司
電

喜

叫

朗
竏

4
叫

"

望
刃
「
升
剛

叫

71

潮

ろ
。
q
叫

三
已

"♀
叫

苛

ヱ

」τ
喫

室
暑

"

…

ヱ
斗
刈

キ

q

苦
。
τ

号
司

(13
)

シ
ン
ポ

ソ

ニ

ョ
ン
氏

は

こ

の
中

で
、
定

説

化

し

て

い
た
従
来

の
写

真

を
詳

細

に
調

べ

て
み

る
と
、

背

景
が

操
作

さ
れ

て

い
て
、

人
物

の
体

を
貼

り

付

け

た

も

の
だ

、

と

し

て

い

る
。

そ

の
上

で

そ

の
元

の
写

真

は
、

イ

タ
リ

ア

の
外

交

官

・
○
鋤
「
δ

国
o
ω
ω
卑
岳
の
『
O
o
H
①
鋤
Φ
O
o
お
鋤
コ
ニ

に
載

っ
て

い
た
も

の
だ
と

言
う

。

。-

朴
剳

暑

層

望
司

蹙

瑚

且
屯

剛
噌

司

丕
尋

肩

銀
音

。
冒

望

牛
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从
叫

.
ろ
「
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潮
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司
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銀
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司
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朴
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叫
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司
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司
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。

そ

の
中

で
二
葉

目

に
大

院

君

の
肖

像

写

真

と
並

ん

で
閔

妃

に
関

し

て

は
、
「
女

王
閔
妃

の
筆

蹟

」

の
み
が

掲

げ

ら

れ

て

い
る
。
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叢
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る
。
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